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Ⅰ 緒 言 て合成され,血液によって選ばれて卵黄に蓄梯され

Nlることが認められている.WAuL

の研究によって極めて重要な側係にあることか知ら 完成するのに平均 9日を要し,卯哉成分の蓄柿には

らIlは卵黄 1個を産卵鵜と卵塊ホルモンとの関係については, 多く

A,かなりの時間かか ､ることを認めた.また 

は肝臓でつくられた燐蛋白質や燐脂質は,卵茸に蓄

BEら27tesrogen,れている.卵巣から分泌されるホルモンとして 

danrogentprogeseroneおよび が同定されているが,

これらのホルモンは下垂体前菜から分泌される性腺 柑される際には卵黄月莫を通過するが,この膜中には 

刺激ホルモン(FSHおよびLH)によって立配され, h htospaasen
k
laalleP
に従ってこの酵素の活性が増加すると報告 している.

が多く布石三し,卵胞が成長する

Smh lecanbac
dee
これらホルモンはまたf km Sによっ

て調揃】される. )h lyroxnet

tesrogen

また,この酵素は Itl状腺ホルモン( および 

に支配されるという.一方,卵黄への卯井成卵黄形成に関する研究で,卵黄の構成成分は肝臓

epL CcenelLa
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分の蓄梢には,下垂体前葉から分泌される性腺刺激
soneggホルモン(GTH)が必要であるが,e について,tsrogen

Aら･日の i:HoS うに,雌雛を供試して を注

射しても,血清中に燐脂質や燐蛋白質は相加するが,

tesrogenUO
ion.ttna

fDES

No e 6n 1

L leveo P idero s tntea

te

Tr me

B asaldi

卵胞へ卵黄成分を蓄積させる能力はないと推論する

研究者もある. による燐脂質の合成は肝臓

で行なわれた後,血液に運ばれて卵黄に蓄械される

tesrogen (days) 

te十lOB as aldilOppm 20 ppm D ES 

こと4 は確かであるから,卵黄への色紫沈着にも重 te十20B asaldi1620ppm ppm ESD 

要な影響を与えていると思われる.
asaldiet十401640ppm ppmD ESB 

採卵鶏に対する の飼養的影響については,

l(DES)では合成発情ホルモン 

tesrogen

tllb tesrohlysited

)産卵率 LE

tenesro

影響,Huh

の雛に対するコリン含量との関係,di 】dl 

ではJ(ESら丁の 

Cttaeae

6,51

/-

)N

BRAHMAKS TR AhIYAH の彫軌 らGItCA '-

の添加を中止し色調を観察した.

甚礎飼料は-市販の完全配合飼料成鵜用を用いたが,

lTba一その一般組成は e2に示すとおりである.この

飼料に含まれたキサントフィルの水準はβ-カロチン

の効力におよほすinelttoxyeracyc

1Sら81の普期における卵殻の厚さ,産卵

S

N性成熟前の鶴の増体量や の蓄梯量への影響 H｡川, 1へ 

率との関係などがあり diではJCKÅlotesra, ONらLnの

41-kg/
80mg.


01

当量で1 '度である.給与畳は一日-羽当り 

1

S

らH)の産卵鶏の噌休量や Nの蓄相星-の影響など多 gの定量給与法とした.飲水は自由給水によった. 

くの報告がある.しかし,卵黄の色調に関係した報告
lasalinaysso2
le
Tba .A fb t.iedは極めて少ない.色調に関連した報告として,HEl川ICH

らIlの仕上期の Broll の実験があり, dler lOtrSen

dl を飼料に添加し,腰部および皮楢の着色が

促進されたという結果を柑ている.

Cttaeae

本実験は産卵に関与する諸形質に雌性ホルモンと
801 
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の支配の大きいことから,それらの卵

黄の色調および着色色素てあるキサントフィルの利
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用におよはす影響について,dl tll DES)

を飼料に添J]して検討し,併せて卵の諸形質につい

て観察したので,その結果について報告する. 
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it86週令の三年鶏の Whe L hegorn(WL)柿 (外国
oeeeupt*:Daas plldbyF d C .

供試鵜は単飼用産卵ケージに収芥し,一段一列に

配置した.

elsando系)および同週令のRh eI dR (fj･d(RIR)l外国

系)の産卵鵜 各 5羽を供試 した .3年鶏を実験の

It

J tesrogen対象とした理由は若年鶏よりi に対する反

応が強いことが認められており,BJ川 lM＼Kヽ H lくY＼

ら5)がとくに IE令鵜の産卵について行なった実煉結 K.･;･T｣r添ノ]したDES( 城製薬K

果を参考とした｡ 飼料に(比介し給与した.この分成発情ホルモンは水

.)は粉末状のもので,

fI実験期間は早春より初夏(3月1 ]-6月1 に ｢削J0E 7日)

ttaceae

tesrogen

tenesro31

b ltesro

･ 

であり,肝臓で破雌されぬため経口的に与える

週間て,実験の縫j也とともに 4つの ことができる.stll の 活性について, 

Uh= SL はdi ldi よ

4わたるおよそ1

処理を行なった. tsLi1iCLRおよびC,

leb lに示すと実験の区分,およびその内谷は Ta

おりてある.即ち,WLおよびRLRの両柿に対して,

7r

HIJi

り強いと報'･している. 

定市境は次のとおりである｡

基-恭礎飼料を16El間給 L=}した後に,つぎの20日r剛ま イ本薮は実験開始時,各期の終りお̀よび毅終日に,

0p

礎飼料に DESI

更に16日間は4

pmOp

g00.

g0., 台秤を用い 1

を添加した.その後32日間 DES 壌卵後節こちに上皿天秤にて 1まで測定した.飼料

pm0p]Rを添加し,続く16EF削ま2 まで測'iiした.卵虫は蝕日午後4:00

pm
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の摂取量は各鵜について毎日記錨した.飼料要求率

は飼料才取畳を卵垂で除して求めた.卵帯の色調は nreedc ionverson.o
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95.
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IRR が WLを上廻って浪い色調を示した･

fDESm)p(pL leveo

g.卵黄の色調についての結束はFl 1に示すとおり

である.基礎飼料に由来する色調は良好であった.与響

およばす彫轡を検討した結果は次のとおりである. 

)体重および飼料要求率におよはす寄
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それらの平均値を深めて卵殻の厚さとした.卵黄係
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J'も同様な結果を得ている.しかし,牛の肥T :と

DESを用いた場合.神体とくに体脂肪の書棚r二彬耶

た･卵黄係数 -絹 芸歪着 順 融 
ml で 卵黄直径はPr
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DESによって飼料要求率は高くなる傾向が示された. 

を添加し飼料

また,個体差も認められた.いづれにしても,DES

の添加は明らかに色調を改善した.無添加と処現区

との間には､いつれの添加壷に対しても 1%水準で

法にJ:り測定した.卵殻の厚さは卵殻の尖端主部,側

面部.純端部の三カ所から小片をとり,卵崇貨膜を除

き 

数は各期の後半 5日間についてつぎの式から計算し

メーター (日立一堀場 

W･は, WLおよび 

添加区はpm0plo1. 悟,2pm0p

倍と漉し､色調であった012.pm0p倍,4511.

lTba

L

e4に示す とお

りである. なかった.各鶏体および品抑の述いによるDESに対

品糾問ではW

lR

CttaeaelOtr

することが知られている.鶏では HE

dl を

l

添加し高い岬Senpm3peBrollrに2 のdl

にい bJわらず統計的には有意差を認めることができ

する反応の相違は,肉眼による判定では判然としな

添加区は 

添加区は 

相よりもRIR紺の方が良好であっ 

飼料要求率についての結米は 

休を認めた.
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かった.DESの添加を中止した後の卵黄の色調は, --そう判然としている.

次第にうす くなり,中止後30-33日の色調を実験初 品種的にみてWLがRIRよりもDESに強く反応す

期の無添加時の色調と比較すると,前者は1

平均着色度数を示し,なお,磯い状態であった.こ 調が一般に浪い特性と関係があるように思われる.

のことについては,DESの残存効果か,自然日長の 恐らく, RIRは WLより卵黄物質の蓄梢能力が高い

影響を受けた結果であるかは検討の余地がある.演 筈であり,蓄横機構に関与するホルモンの浪度量と

8倍の ることは,一面,前述したようにRIR槌の卵黄の色0.

から推･りすれば,

光線の影響による色調の改善も考えられる. 限度があり,その範国内で体脂肪或いは休組織へ蓄

11./'I灯によるE]長の調整の実験結果1 卵黄物質の受け入れ量との関係においては,一定の

IJjH)DESに対する鶏の反応と色調について 棺されてゆくものと推･ される.経験的にも兼用椎

色調の肉眼による判定では,DESに対する品純の の体脂肪が噴く着色されていることが知られている

反応に相異があるかどうか判然としなかったので. ので,着色には飼料の摂取量以外の要因,例えば本

卵黄中のキサントフィル含量から検討した.無添加 実験から考察されるようなホルモンなどが働いてい

時のキサントフィル含藍を100として各処理における ることが考えられる. 

(3

含量を比較すると, Fig.2に示すとおりである. )DES以外の色調への影響要因についての検討(4

本実験において測定された摂取飼料量は,制限給

餌法(定量給与法)としたことに加えて供試鶏の旺盛

0
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1

1

1

1

1

1

1 

･dな食欲のために,両品種とも常に108-109g/hen ay

の摂取量で,DES添加による飼料摂取量への彫響は

認められず,BRAHMAKSHATRIYA5)らの結果と一致し

N 
J

S
山
Q
au
O

O

た.

色調と飼料摂取量との関係を検討するため,両品

種を一つのグル-プとして処理し,両者の間の相関

係数を求めたが.両者の間の関係 (r 2.-0 8

られなかった.これは定量給与であることの結果と

も考えられるが,少なくとも本実験の形における場

合には,飼料摂取量は色調への影響要因でないこと

を認めた.飼料効率の高いものは,低いものに比し

18)は認め
OA 

H)て卵黄の色調がうすくなる報告1 もあるが,品柿間

には前述したように逆の結果を得ている.同一品柿
None 

hnt p

o
d

ro

t.
l
l

10p

ep o

k orl
e

pmDES 20ppmDES 40 S
d 

ppmDE
DESadde

において,飼料効率に関係のある産卵強度(産卵率 )

との関連について検討すると,産卵率はWLにおい
igF .2.Ch gean sl

tsoregg y
lOtr nSOrthex htan o

ed di
ph syll

%で統計的に両者に差がなく 

DESの添加による影響は認められなかった.しかし, 

て68 1.0.%, RIR70 ,
lnay g hensrte

lsve
co
le
n n
or

rerre nt 
DESi hnte

')IYAらrは6

の添加で産卵率に有意差を認めているので,本実験

の場合は添加量が少ない結果であると思われる.こ

BRAHMAKSHATR 106週令の WL不利こ1 ppm

Hりこの結果は,色調枚による色調のi定と同様な傾

向が認められ,10ppmの添加では添加後 2過の測定

3.値で,WLは1 4倍, RIRで12.5倍,20ppmでは添 の結果から色調と産卵率との相関を諜めたが,両者

5.加後の 2週でWLl 2倍, RIRl3.4倍,40ppmの添 の関係は認められなかった(r 2.-0 302).従って,本

加は 2週後に,WLは1


を示した.このことから,DESに対する反応はWL 殆 ど考えなくてもよいと思われる.
 

5.5倍, RIRは13.5倍の増加 実験においてはDES以外の主たる要因による形轡は

の方がRIRよりも強く,また,DESの浪度の違いに

よってキサントフィル含量は直線的には増加するこ

とはなく,両品種とも10ppmの添加に対する反応が

最も強く,それ以上の濃度処理に対する反応は減退

するようである.このことは20ppmと40ppmの血清

キサントフィル含量の比較より増加率の低いことで 

(5

l)卵.窮への影y･ 各処理区の卵壷はTable 5

に示すとおりである.品柿により多少の違いが認め

られ, RIRの方が重いことを示しtr.兼用種の卵重

の方が重いことについて,斉藤らItりも白色レグホン

と名古屋椛では後者が大きいことを認めている.那

)DESの添加が卵の二,三の形質におよはす影響

18
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品種的には,RIRがや ､薄い値が得られたが有意

いと報告している. 

mDESの添加で薄 くな

ることを認め,老令鶏では傾向として薄くなること

を認めている.従って,本実験の場合,卵殻の厚さに

ついて同様な結果が得られるには,更に添加 DES量

を増加させる必要があると思われる. 

3)卵黄係数への影響 DES添加の影響につい

7に示す結果を得た. 

3a)
WL 

重の遺伝率は割合に高いことが,品椎による違いを ては 

生じる原因であろう. 

示した.DESの影響については,両品柿とも処理に

よって高 くする傾向が認められるが,両者の間には

差はなく,また,添加浪度の差による影軌 ま認めら

れなかった.

この係数の計算要因である卵黄の直径と卵黄の高

WL 

DESの影響について,WLにおいて増加の傾向が

みられるが,有意の差はなかった.RIRは如何なる

渦度処理に対しても,差は認められなかった. WL

のみが一つの傾向を示したのは,卵黄中のキサント

する反応の強さの違いにもとづ (結果でもあろう. 

2)卵殻厚への影響 DESの添加が卵殻の厚さ

フィル-の影響について検討したように,DESに対

2*
 

2*
0.

差は認められない.斉藤ら1)も白色レグホン桂と名

古屋種とを比較して,両品種に差があるとは言えな

9


DESの影響は卵殻の厚さを薄くする傾向があるが,

統計的処理では明らかではなかった. RIRTAHSKHARB MA

1
ら5)は若令鶏において10pp±2
8.
23.
6
4±53.
2.
6
01


6±39.
3.
6


±3
8.
32.
6


±3


618±5


Men±SD..

6.

0.

a

36.

.


6

*:


02


04


leTba

ensliayni fteohilevesteco
dnex. 

l7e .
lo

Tba
o
Eff fDESl nted gh

ny kI

2
0.

0.

4±0

04.

045.

04.

3
0.

4±0 * 

±0

3
0.

R
 

3
04.

Rl

±0 * 

*:S.anMe ± D. P<

品椎の違いでは, 5%水準て･RIRがすぐれた値を

5
00.

3
0.

4
0.

lTbaさについて検討した. e8はそれらの測定値を

示したものである. 

9
 

01.


0±9
03.

04.

04.

04.

0 0.
0±0

0±0

0±0

k.lo

0.

R
 

6
17.


ihg


8
0.

He m) RⅠ

±0

c(t

ftoihegteraniaensoliayn
i fteo
hde
nt gh ndme dh eggy

:)a

6
16.

16.


2
1.
 ±0

7±0 9
0.

pp(L leveofDESm) 

01


02


04


l

4
2


6
2


0±0

l.

R
m) 

2


41.

40.

40.


01.


RⅠ

±0 ±0

6±0

ensllayni fteohlievesEff fDESl nted ghteco
negg
l6e .Tba
o

0.

R
 

4


(

03.2*
2


RⅠ
mm) 

0±0

2
2
0.

0.
3


03.

033.7
3


31±0

±0

02


4±32.
3.
6
6±29*.
0.
6
0

lbaにおよばす影響について検討した結果は,T e6

に示すとおりである. 

0.
2
3
03.
2
2
0. ±0

RⅠ
)
R 
g(

WL 
(g)

DES 
m)pp

LVleeor
(

c(terme

05
00.
±
3
4
03.01


0.
4
03.02
 4±0

0.

(

403.
0

mm)

8±0

a

8*00.

Di

WL 

lievesteco.

ppL leveor(

lTba 88 Eff fDESl

DESm) WL 

8
42.
±

.a

4
03.

*:

04
 0±0

Men±SD. 

8
41,


,ikcnht essllhse

p
fDES 
p

L leveo
( m)

0

01
 9±0

0.

17.

183.

18.


8
0. ±0

0±0

7
 

0.

16.

167.
4
1.


9±0

0±0 ±0 01.


2
1.


41.


S.an辛:Me ± D, 

2
1.
42.

426.
04


4±0

±0 02.


02




1

02 近 畿 大 学 農 学 部 紀 要 第 8号 (1975)

品種の間では,卵黄の直径においてWLが大きく, も考慮して,DESのおよばす影響を検討した.その

結果は leTba lOに示すとおりである.卵黄の高さではRIRか高いことが認められた.即ち,

卵黄の虻がりが大きいことか卵黄高を低 くする関係

にあると思われる.これには e9に示す粗脂肪

含量の測定値から推測し,粗脂肪成分組成の影軌 こ

よるものであろう. 
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港) 
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(

0.30
04 40.

.D..18±08.9.201

0±08.2.302 8±09.2.3

2.0.本実験においては,6 -6 の範囲で測定され,

品種間の比較ではWLよりもRIRの値がや ､高い傾

40 6±0

Men±S

7.2.

a

3

*:

6.7±02.3

.D. 向があったが,明らかではない.また,DES添加の

影響は認められなかった.

DESの影響としても,卵黄の拡がりをおさえ,那 産卵直後における卵黄の 60.Hp は普通 柁度で,貯

黄高を高く維持する傾向がみられる.卵黄係数が大 蔵中にも顕著な変化はなく,極めて緩憎に低下する

きくなる傾向が認められたのはこのためであろう. 傾向かある22)といわれている.この原臥 まリン酸.

新鮮卵において品種による差が認められたことと同 脂肪酸などの遊離による酸度の増加によるものと推

様に,DESの場合も.卵黄を構成する物質の組成変 定される.本実験では産卵直後の JtHp のL"l定で,品柿

化にもとっく粘性の増大が原因であろうと思われる. 間に差のある傾向が認められたが,構成脂肪酸の影

)02EN
Au
卵黄構成物質の中で,D は粗脂肪含量が卵黄 Hp響を受けた の測定値とも考えられ,これら脂肪酸

の違いによるものと思われる.62.の固形物中5 %を占めると述べているが,DESが

脂肪香椎能力の高い点から推iIL,これが関係して 添加されたnJ

Y

が産卵を改善する機矧 こつい

Aら51は老令鶏について高いIRTA

tesrogen

HSKいると考えられる. HAては,BR MA

産卵の反応を示す結果を得たことから,下垂体のGTHlTba e9

に示すとおりである.机脂肪含量は個体差もあり明 の分泌刺激,脂肪,蛋白質および 

新鮮卵黄中の粗.脂肪含量を定量した結果は 

Ca

inl tproac

の代謝促進, 

の衰退による就巣性と換羽の妨害,髄内骨確を検討はできないが,品種の比較では RIRが WL

よ ()もや ､多い.DESの処理によって,脂肪含量は の形成と維持の促進,輸卵管の機能的な肥大の誘起

や ･増加する傾向が認められるが,各処理区の間に および不応性の終駕のどれかが,単独または複合し

は有意差はなかった.PR

成は 

TEVI Tら21)は卵黄脂質の柵 て働 くことを推illlLた.卵黄の色調についても,下J

55.d6eil itrgycer %,p 83.2diiph hlospo %および 垂体のGTH,脂肪代謝などの要因の働きによるもの

52.
1
hl 0tcoeser %と報告しているので,DESの影響 と考えられる. 

としてあらわれる血中の hl tcoeserolの増加が卵黄中

にも泉壬等を及ほすものと思われる.したがって,脂 Ⅳ.要 約 

肪が卵黄形成に使用される過相で,清色色素も卵黄

中に移行する場合には,脂肪量に密接に関係して卵

doehegorti


(
de
llsan

68週令の Whe L n(WL)椛および Rh

d R RIR)純の産卵鶏を供試し,給与飼料へ

黄に入り色調を高めることが考えられる｡ のDES添加が卵黄の色調および卵の品質におよはす

Hp

HpHp におよほす彫響 は卵

白の場合と比較して測定が困難であI),卵白の の

4)卵黄の 卵黄の 

0pp2

0pp(

3

影響について検討した.DESの添加量は実験の進行

とともに,無添加 (0日間),1 m(

16日間),4 m(

2日間は添加を中止した.その結果を要約するとつ

m6日間),20pp

ように卵質と関連して考慮される要因でないので検

討されることが少ない.前述の机脂肪含量との関係

16Ef間)と増量し.実験の終了前 
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ぎのとおりである. 

1.DESの添加は卵黄の色調を改善し,WL,RIR

ともに明らかに漉くなり,無添加時にくらべ有悲喜

を認めた .DESの添加量の違いによる色調への;;'3轡E

は.添加浪度の高い処理が浪厚であるが,色調 と添

加量とは必ずしも比例しないで,着色の度合は10ppm

が一番大きい.添加のql止により色調は次第にうす

くtJ:ったが,30133日後でも実験初親の色調には戻

らなかった.このような色調の変化に対 して,飼料

摂取晃および産卵平の;,･をZ智について検討した結果そ

れらの影響は何 ら認められなかった. 

2.色調は Tll.)純によって差のあることが認められ, 

WLよりi,RIRの色調が浪かったか,DESに対する

反応はむしろWLの方が強いと々えらtLる. 

3.DESが卵の諸形質におよばす影響については,

卵垂では品川.による追いがあったが,DES添加の妹壬

智は WLにおいて強 く,添加量の増量によって大き

くなる傾向があったが,R工Rには影響を与えないよ

うである.

卵殻の厚さについては,DESの添加によって両品

唖 ともや ､薄 くなる傾向が認められたが,この傾向

はRIRの方か目立つ結氷てあった.

卵井係数ては. WLよりもRIRが大きいようで, 

DESはl山ifr･･に他を大きくする方向で影響があるよう

に思われる.卯賛係数の計井要凶でこの戊を検討し

た結果では,卵帯のれ径が如くなり,卯井高が高く

なる結果を柑た.1妃に,卵黄高を維持する要凶とし

て卵紫机脂肪含量を検討したが,20ppm,40ppmは

無添加よりも多いことを認めた.この結果はDESに

よる色調改番と関旭があるものと思われる.

卵黄のpHは晶手.rr的にも.DESの添加による影響も

認められなかった.
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